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平成 18 年度のスタート！ 

ごあいさつ 

いつの間にか木々の緑も濃くなり、百花繚乱の春を迎え、皆様にはご健勝にてお過ご

しのこととお慶び申し上げます。 

 さて、予算審議をはじめとする 3 月議会も終わり、新年度がスタートしました。引き続き

安全安心のまちづくり、住みよいまちづくりを目指して行動してまいりますので、変わらぬ

ご支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

3 月議会報告 

2 月 28 日開会の平成 18 年度第 1 回定例会（3 月議会）は、3 月 24 日すべての審議

を終え閉会いたしました。下記のとおり概要を報告いたします。 

執行部より提出されたものは、議案 33 件、請願が 1 件、陳情 1 件でした。議案はすべ

て原案通り可決しました。詳細は私や市の Web サイトをご覧ください。 

 

～地域に関わる主な議案内容や 18 年度の重点事業～ 

・緊急市町村道交通安全対策地域に水子地域が指定される：信号の設置も！ 

 前沼公園から榎町を含む水子地域が県の緊急市町村道交通安全対策地域に指定さ

れ、整備費予算が計上されました。その結果、地域の交通安全対策が総合的に図ら

れることになり、地域の要望を反映した交通安全対策が進められます。 

 

その他の主な 18 年度新規事業：予算概要説明資料より抜粋 

・前沼公園拡張の整地造成工事、公園遊具の更新 

・みずほ台駅にエレベーターや障害者用トイレの設置 

・南畑小学校放課後児童クラブの開設 

・子育てなどの悩みや児童虐待等の相談窓口として家庭児童相談員を配置 

・自動体外式除細動器（AED）を市内 12 施設に配置 

・鶴瀬西小学校と上沢小学校の統合小学校の建設への取り組み 

・市民意識調査の実施 

・電子計算組織運営事業で、既存システムの見直し：（私も提案してきました！） 
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今議会では、新年度への富士見市の選択について、地域の安全快適な住環境整備

などについて当局に伺いました。以下にその一部を掲載いたします。 

＊詳細は、私の Web サイトや富士見市「ドットふじみ」の会議録検索システムをご覧くださ

い。 

 

１．長期的展望を踏まえた新年度の富士見市の選択について 

問：県から新たな合併の枠組みが示された。今後独立したまちづくりを目指すのか、新たな

広域行政を模索するのか 

答：将来的には地方分権の進展に伴う役割や責任に対応できる自治体の規模が必要にな

るが、住民および議会の意向などの機運の盛り上がりがない今、当面は徹底した行財政

改革により自立したまちづくりを目指していく。（政策推進室） 

 

問：効率的な行政運営を目指し、大胆な組織機構の改革を 

答：団塊の世代の大量退職による影響を踏まえ、サービス水準を維持向上するためには、 

いかに効率のよい組織機構を構築していくかが課題である。18年度早々から検討に着 

手し、19年度当初から新たな組織として行政運営を行いたい。（政策推進室） 

 

問：行政運営への外部評価制度の導入の現状を 

答：17年度は財政危機への対応を優先課題としたため、外部評価を含めた行政評価システ

ム全体の検討は18年度に行う予定。（政策推進室） 

 

問：自治基本条例が市民協働にどのように活かされてきたのか 

答：市の実情を理解してもらうことが市民協働の出発点ととらえ、今年度策定の後期基本

計画について市民検討委員会や説明会を実施した。その際に市の今後の財政見通

しも説明し理解をいただいた。（政策推進室） 

 

２．安全で快適な住環境整備について 

問：大応寺交差点から県道大井朝霞線までの市道５１１３号線の大型車通行による振動

対策を 

答：振動原因の多くは地下埋設工事などの仮復旧期間の概ね3ヶ月に集中。本復旧工 

事完了により振動は解消されている。前面舗装の必要はない。（道路交通課） 

 

問：志木市上宗岡方面からの袋橋道路と県道大井朝霞線との交差点へ横断歩道の設置

を。歩行者の安全確保のためにも横断歩道の設置を市から要請してほしい。 

答：志木市を経由し朝霞警察署に要請していく。（道路交通課） 
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かねたろうの市政一般質問 



問：県道大井朝霞線の右折禁止時間帯の水谷東2丁目方面の右折対策については、抜 

本的な車の流れを考えた交通規制の見直による解決の必要性があるのでは 

答：18年度の緊急市町村道安全対策事業で車の流れ等の改善も事業に取り入れ検討し 

ていく。（道路交通課） 

問：榎町地域の交通安全対策では、柳瀬川への歩道橋ばかりでなく、榎町のマンション 

寄りに歩道を設けるなどの富士見橋へのアクセス改善も緊急の課題では 

答：歩道の設置は富士見橋の改修も必要であり、将来構想を検証した上で道路網整備に 

関する研究を継続していきたい。（道路交通課） 

問：新河岸川サイクリング道路改修に伴い、防犯灯の設置を 

答：生活道路や散歩コースとして利用されており、防犯灯設置要望が高いことは承知してい 

るが、県は設置の考えはなく、市による設置も許可は難しいとの回答。（商工業振興課） 

問：木造住宅耐震診断の状況は 

答：2月末で21件の診断をしたが、ほとんどが耐震強度に問題があるとの結果であり、補 

強案の提案も含めて説明している。今後は多くの市民が耐震診断を受けるよう、町会 

の防災研修会等の機会を捉えての出張診断を考えている。（建築課） 

問：吊り天井の調査のその後と対応は 

答：調査対象施設の内、ふじみ野小学校体育館以外は天井崩落が問題視される場所は

見当たらなかった。ふじみ野小については新年度詳細に調査結論を導く。（建築課） 

問：地域の住民が心待ちにしている前沼公園拡張の今後の事業展開は 

答：1 筆分は取得し、残る 1 筆分は交渉中である。取得した部分は一刻も早い利用を望

んでいるので、造成工事を進め暫定開放できるよう対応する。地域の皆様の要望を踏

まえた協働の公園作りを進めていく。（公園緑地課） 

 

３．教育行政について 

問：中学校におけるコンピューター教育の充実を 

答：機種の選定についてはその時点で適正なものを選択する。全中学校で情報モラル

研修を実施した。市内中学校でPCを操作できる教員割合は90％で、そのうちPCを活

用した授業ができる教員割合は55％で、全国平均の45.3％を上回る。（学校教育課） 

問：小中学校の耐震補強工事の進捗状況と体育館の耐震補強工事の見通しは 

答：残る4校の内、2校は平成20年度までに耐震補強を終え、すべて耐震化に。体育館 

の耐震化は20年度より順次耐震診断を実施し、その結果に基づき早期耐震化に向け 

検討する。（総務課） 

問：土日に空いているのに借りられない、緊急に借りられないという声を多く聞く、公民館

利用手続きの見直しを 
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答：現在関係部局と調整しながら公の施設連絡調整会議で手続きの改善に向けた検討・協

議をしている。土日夜間の申請手続きはシルバー人材センターにより受付が可能になる

予定だが、現在は仮受としての授受で、当日利用の受付は不可能である。（鶴瀬公民

館） 



 

 

市町村道緊急交通安全対策地区に榎町や水谷東小学校や水谷中が項を含む 

水子地区が指定されました！ 

 
 

  
 

  

 

・Web サイトにも詳しく活動内容を掲載しています。ぜひご覧下さい！ 

 URL はhttp://www.k‐sekino.comです。（検索エンジンで「関野かねたろう」でも可能で

す） 

・自宅（セキノ酒店）隣に「市民相談所」を開設しました。 

どんなことでもお気軽にご利用ください。 

・富士見市議会議員としての所属 

 会派：21･未来クラブ（代表）  常任委員会：建設環境常任委員会 

 志木地区衛生組合議会議員（議会運営委員会委員） 

★発行責任者：富士見市市議会議員 関野かねたろう 

 富士見市水谷東 1‐2‐10  ℡049‐255‐0506 Fax049‐255‐0549 
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市民の皆さんの声に応えます 

お知らせ 

それにより、児童生徒の登下校の安全を

考慮した交通安全が図られることになり

ます。 
たとえば、信号の設置、危険な歩道の改

善などです。今後も地域の安全な生活道

路の実現を目指して、町会長さんをはじ

めとする地域の方々と共に努力します！ 
＊左は水谷東 2 丁目のパンダフェンスの交差点 
 下の左は歩道にまで車が！榎町の浦所街道手前 
 右は柳瀬川駅へのアクセス改善に歩道設置が望

まれる富士見橋付近 

http://www.k-sekino.com/

